
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3009 

令和 5年度 理科 

 

教科 理科 科目 生物基礎 単位数 2単位 年次 
3年次 

(工学系選択) 

使用教科書 改訂版 新編 生物基礎（数研出版） 

副教材等 改訂版 新編 生物基礎 準拠ノート まとめと問題（数研出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、自然に親しみ、科学的な目で観察・実験を行い、生物についての問題解決の能力を養いま

す。 

・基本事項を覚えるとともに、生物についての問題解決には図や表、文章に書かれたものを的確に把握

し、理解することが必要です。 

・テレビニュースやインターネット・新聞の記事に気をつけるとともに、気がかりなこと、疑問点は積

極的に自分から調べましょう。 

・問題集の問題はまず自分で解いてみたうえで、各自答え合わせをしてください。また、ただ答えを求

めるだけでなく、考え方や自分で気づいたことも書くようにしましょう。 

・授業中のノートや配付されるプリントについては、板書を書き写すだけではなく、授業のポイントや

自身で気づいたことなどをメモとして余白に記入していきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・日常生活や社会との関連を図りながら生物や生命現象への関心を高め、目的意識をもって観察、実験

などを行い、生物学的に探究する能力と態度を育てるとともに、生物学の基本的な概念や原理・法則

を理解させ、科学的な見方や考え方を養う。 

・生物の細胞の働き及び遺伝子・ＤＮＡの構造と機能の概要を理解させ、生物についての共通性と多様

性の視点を身に付けさせる。 

・生物には体内環境を維持する仕組みがあることを理解させ、体内環境の維持と健康との関係について

認識させる。 

・生物の多様性と生態系の成り立ちを理解させ、その保全の重要性について認識させる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活との 関連を

図りながら、生物や生

命現象に関心をもち、

意欲的にそれらを探そ

うとするとともに、 科

学的な見方や考え 方

を身に付けている。 

生物や生命現象の中 

に問題を見いだし、探

求する過程を通して、 

物事を科学的に考察 

し、導き出した考えを 

的確に表現している。 

生物や生命現象に関 

する観察、実験を行 

い、基本操作を習得 

するとともに、それ 

らの過程や結果を的 

確に記録、整理し、科

学的に探求する技能 

を身に付けている。 

生物や生命現象につ

いて、基本的な概念 

や原理･法則を理解 

し、知識を身に付け 

ている。 
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評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやプリントの 

記述 

学習状況の観察  

ノートやプリントの 

記述  

定期考査の結果 

学習状況の観察  

ノートやプリントの 

記述  

観察・実験の記録  

定期考査の結果 

学習状況の観察  

ノートやプリントの 

記述  

観察・実験の記録  

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
１
章 

生
物
の
特
徴 

生物の多様性と共通性 ○  ○  a: 生物のもつ特徴としての多

様性と共通性に興味・関心を

もつ。 

b: 生命活動にとってエネルギ

ーとはどのようなものかを、

葉緑体とミトコンドリアの

はたらきを通じて説明でき

る。 

c:「生物の多様性」に関する探

究活動を行い、顕微鏡の正し

い操作法及びプレパラート

のつくり方を理解する。 

d: 生命活動の中で ATP や酵素

がどのような役割や葉緑体

での光合成、ミトコンドリア

での呼吸の内容を理解する。 

学習状況 

 

ノート・プ

リン ト  

 

観察・実験

の記録 

  

定期考査 

エネルギーと代謝  ○  ○ 

光合成と呼吸  ○  ○ 

第
２
章 

遺
伝
子
と
そ
の
は
た
ら
き 

遺伝情報と DNA ○  ○  a: DNA という分子のどこに遺

伝情報が存在するのかにつ

いて、興味・関心をもつ。 

b: 体細胞分裂における DNA の

複製と分配の周期の意味を

説明できる。 

c: 実験「DNAの抽出」を行い、

試料から DNA を抽出する手

法を学ぶ。また、各時期の細

学習状況 

 

ノート・プ

リン ト  

 

観察・実験

の記録 

  

定期考査 

遺伝情報の発現    ○ 
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遺伝情報の分配  ○ ○  胞数の割合から細胞周期に

おける各時期の時間が推定

されることを学ぶ。 

d: 多種多様なタンパク質はア

ミノ酸の配列によって決定

されること、またその配列を

指定することによって、DNA

が遺伝子として機能するこ

とを理解する。 

第
３
章 

生
物
の
体
内
環
境 

体内環境としての体液 ○    a: 自分の生命を支える器官系

のはたらきを確かめ、それら

が体液で満たされた体内環

境の中ではたらいているこ

とを、自分のものとして実感

する。 

b: 自然免疫における食作用に

ついて、図を用いて説明でき

る。適応免疫及び免疫記憶の

しくみについて、図を用いて

説明できる。 

c: 観察「ブタの腎臓の観察」

を行い、腎臓の構造を観察す

る。また、墨汁の注入によっ

て、糸球体が黒くなることを

理解する。 

d: 交感神経と副交感神経の相

違点を学習しそれぞれの作

用について理解する。ホルモ

ンの種類や内分泌腺の例を

把握し、その中枢や段階的な

分泌機構について理解する。 

学習状況 

 

ノート・プ

リン ト  

 

観察・実験

の記録 

  

定期考査 

腎臓と肝臓による調節   ○  

後
期 

神経とホルモンによる調節    ○ 

免疫  ○   

第
４
章 

植
生
の
多
様
性
と
分
布 

植生とその成り立ち  ○   a: 世界及び日本のバイオーム

の分布について興味をもち、

その成立の要因について考

える態度を身に付ける。 

b: 植生の特徴を優占種と相観

によっておおまかにとらえ

させる。森林の階層構造と垂

直方向の環境条件の変化の

関連について説明させる。 

学習状況 

 

ノート・プ

リン ト  

 

観察・実験

の記録 

  

定期考査 

植生の遷移   ○ ○ 
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気候とバイオーム ○   ○ c: 観察「種子の形態の観察」

を行い、土壌にどのような散

布型の種子が存在するかを

調べる。 

d: 植生遷移の過程と遷移が起

こるしくみについて理解す

る。また、世界及び日本に見

られるさまざまなバイオー

ムが気温と降水量の違いに

起因して成立していること

を理解する。 

第
５
章 

生
態
系
と
そ
の
保
全 

生態系とその成り立ち 

 

 ○   a: 生態系におけるバランスに

ついて、また、生態系に与え

る人間生活の影響などにつ

いて、関心や意欲をもち、よ

り深く知ろうとする態度を

もつ。 

b: 生態系を構成する非生物的

環境と生物のかかわりや生

物間の関係について考え、特

に生物どうしのつながりに

ついて説明できる。 

c: 「身近な外来生物調査」な

どの実習を行い、身近な外来

生物をインターネットや文

献から調べる。 

d: 生態系における炭素循環と

それに伴うエネルギーの移

動、窒素循環及び窒素固定な

どについて理解する。また、

生態系のバランスについて、

そのしくみを正しく理解し、

地球規模の環境問題、地域の

環境問題などについて、その

原因や人間の活動の影響を

正しく理解する。 

学習状況 

 

ノート・プ

リン ト  

 

観察・実験

の記録 

  

定期考査 

物質循環とエネルギーの流

れ 

   ○ 

生態系のバランスと保全 ○   ○ 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


